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【バス教室の主なプログラム】

1.バスの基礎知識

2.乗車体験

3.死角体験

カラーコーン

※灰色の範囲は運転席から見えない部分（死角）

（バリアフリーについて）

5年ぶりにバス教室が復活！

整理券を取りバスに乗車。乗車中の注意事項について学び、降車する際に必
要な運賃額（小児運賃は大人運賃の半額であること）や支払方法、
降車方法を学習する。

バスの運転席に座り、運転席から見えるカラーコーンと実際に置いてあるカラーコーンの
数の差を確認し、バスの前方には死角があることを体感。交通事故に遭わないためにも
バスの前後は急に横切ってはいけないことを学習する。

車いすでのスロープを使った乗降体験、バスのマナー
等に関するクイズ、バスのインターホン体験などを通じ
てバスの基礎知識を学習する。

バリアフリーの観点から、優先席や入口に段
差があるバス（ツーステップバスやワンス
テップバス）と段差がないバス（ノンステッ
プバス）の違いを学ぶ。

カラーコーン

令和元年度の開催以来、5年ぶりにバス教室を開催しました。バス教室とは、公共交通の

未来の利用者である小学生にバスの乗車方法等を実際に体験してもらい、バスを利用して

もらおうという主旨のイベントです。岡山市・バス事業者のご協力の下実施しています。

普段見ることの出来ない非常口の見学や、

降車ボタンを押す動作の際に、子供たちが

嬉しそうに体験しているのが印象的でし

た！！！（担当者）
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日本版ライドシェア

地域交通の｢担い手｣｢移動の足｣不足解消のため、令和6年3月タクシー事業者管理の下

で、地域の自家用車・一般ドライバーを活用した運送サービスの提供を可能とする日本

版ライドシェア（自家用車活用事業）が創設されました。

【概要】
・タクシーが不足する曜日・時間帯にタクシーの補完として、タクシー事業者管理の下
白ナンバーで一般ドライバーによる有償の運送を許可するものです。

・岡山県では、基本的に｢金曜日の16時台から翌5時台｣をタクシーが不足する曜日・時間
帯とみなします。ただし、自治体・事業者からの申し出があれば、地域の実情に応じてタ
クシー不足の曜日・時間帯を設定することも可能です。

【利用イメージ】・配車アプリからの配車と、アプリを使用しない配車方法があります。
（例）～アプリを使用しない配車方法～ 配車依頼への対応

電話受信～ルートの決定

事前確定運賃の算出

利用者への伝達

ドライバーへの伝達～運送サー

ビスの提供
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旅客自動車運送事業運輸規則の
改正について

（７）輸送の安全にかかわる教育及び研修の実施状況

改正前 改正後

（運転者、運行管理者、整備管理
者それぞれに対する教育及び研
修の直近事業年度における年間
実施回数）

（運転者、運行管理者、整備管理者それぞれ
に対する教育及び研修の直近事業年度にお
ける年間実施回数、初任運転者に対して行
う必要のある添乗による安全運転の実技指
導については、実施日程、ルート、車種区
分、実技指導の具体的な内容、添乗者の指
導歴）

令和4年10月に静岡県で発生した貸切バスの横転事故を受け、二度と悲惨な事故を発

生させないように貸切バスの更なる安全性向上に向けて令和5年10月に旅客自動車運

送事業運輸規則の改正が行われ、令和6年4月から施行されました。

改正内容

（１）帳票類の記録・保存について

（２）安全取組の公表内容の拡充

貸切バス事業者に、インターネット等で公表が義務付けられている安全取組の内容とし

て、運転者に対して行う安全運転の実技指導を追加。

改正した運輸規則等は以下 URL から確認いただくことができます。

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000152.html 

重大事故を起こした貸切バス事業者の大半は、点呼の未実施など運行管理が不十分。

貸切バス事業者において、改ざん・不正防止を含む確実な運行管理の実施を図るため、

「デジタコ装着の義務化」、「アルコール検知時の画像記録保存の義務化」、「点呼記録の

動画保存の義務化」等を令和6年4月以降、順次実施。

改正前

旅客自動車運送事業運輸規則第47条の７第１項の規定に基づき旅客自動車運送事業

者が公表すべき輸送の安全にかかわる事項等」（国土交通省告示第1089号）により一

般貸切旅客自動車運送事業者が報告すべき事項について
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ラストワンマイル・モビリティ
に係る改正について

①営業所ごとの法人タクシー車両の最低車
両台数の緩和

②営業所等の施設設置要件の緩和 ③運行管理のＤＸの推進

最低車両数の緩和を認めることで、柔軟に事業の維持や新
規参入を行うことができるようにする。

使用権原の期間に関する要件、営業所と休憩施設・車庫の
距離に関する要件を緩和することで、機動的なサービスの
提供を可能とし、施設等の有効活用を促進する。

人手不足が深刻になっており、事業者内の運行管理業務の
一元化等の導入に向けて、実証実験を実施しながら、制度
整備に向けて検討を進めていく。

④地方部にＵターン等した個人タクシー事
業の経験者の活用

⑤タクシー事業者による乗合タクシー展開
にあたっての法令試験免除

⑥タクシーと乗合タクシーの事業用車両の
併用の柔軟化

人口が３０万人未満の地域において、法人タクシー事業者
による運行管理のもと、個人タクシーのUターン・Iターン
営業を認めることとする。

タクシー事業者が既に乗合タクシー事業の実施に必要な法
令知識を有していることに鑑み、タクシー事業者が乗合タ
クシー事業を行う場合は、法令試験を免除とする。

乗合タクシー事業とタクシー事業の車両の併用をより柔軟
化することで、時間帯に応じて効率的に車両を運用できる
ようにする。

⑦乗合タクシー事業における補完的な自家
用車の活用

⑧事業者協力型自家用有償旅客運送の活用
促進

⑨交通空白地の目安の設定及び「地域交通
の把握に関するマニュアル」の活用促進

過疎地域においては、地域公共交通会議等の協議が調った
場合、輸送力を補完するために必要な範囲に限り、許可を
受けた自家用車を活用することができることとする。

事業者協力型自家用有償について、ノウハウ面の提供等に
交通事業者が協力する場合も認めることで、より一層の活
用促進を図る。

交通空白地の目安がなく、交通会議等の協議が難航する場
合がある。そこで、目安を設定し、「地域交通の把握に関
するマニュアル」を改めて自治体等に周知する。

⑩「地域交通の検討プロセスガイドライ
ン」の活用促進

⑪自家用有償旅客運送に係る「運送の対
価」の目安の適正化

⑫自家用有償旅客運送に係る更新登録手続
の簡素化

「地域交通の検討プロセスに関するガイドライン」につい
て、改めて自治体等に周知を図り、活用を促す。

従来の「当該地域におけるタクシーの上限運賃の概ね１／
２の範囲内であること」という目安を廃止し、実費を適切
に収受できるよう目安を新たに設定する。

一定の安全性が担保されている自家用有償運送者について
は、更新登録手続を簡素化し、負担を軽減する。

交通不便地域における持続的で利便性の高い交通サービスの実現を図るため、タクシー・

乗合タクシー・自家用有償旅客運送の分野で、１２項目に及ぶ制度の運用改善が行われました。

免 除

タクシー運賃の約８割
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トラックの標準的運賃が改定されました！

①荷主等への適正な転嫁
・運賃表を改定し、平均８％の運賃引き上げ

・燃料サーチャージの燃料費基準価格を100円から120円に引き上げ

・現行の待機時間料に加え、積込料・取卸料の水準を提示

・荷待ち・荷役の時間が合計2時間を超えた場合は、割増率5割を加算

・有料道路利用料（高速道路料金等）を個別に明記

②多重下請構造の是正
・下請け手数料（運賃の１０％を別に収受）を設定

③多様な運賃・料金設定
・共同輸配送等を念頭に「個建運賃」を設定

・速達割増や有料道路を利用しない場合の割増等を設定

・特殊車両割増の対象を追加

実運送事業者が収受すべき適正な運賃水準として令和2年4月に告示された標準的運

賃について、荷待ち・荷役の費用や燃料費高騰分を荷主に適正に転嫁できるよう、令和

6年３月に改定を行いました。

主な改定ポイント

「トラック輸送における取引環境・労働時間改善岡山県地方協議会」（事務局：岡山運輸支局、

岡山労働局、岡山県トラック協会）では、荷主関係団体に対しトラック事業者から運賃交渉の

申し出があった際には交渉に応じていただくよう要請を行いました。

【要請日】 令和６年５月２９日（水）

【要請先】 岡山県商工会議所連合会・岡山県経営者協会・岡山県商工会連合会

岡山県中小企業団体中央会・岡山県経済団体連絡協議会

【要請のポイント】

荷主企業や荷主関係団体も構成員として参加

している「トラック輸送における取引環境・労働

時間改善岡山県地方協議会」名による関係者が

一丸となった要請であること。

【要請先の反応】

●会報誌やメールマガジンで会員企業に対して

周知いただいた。

●「2024年問題」は運送事業者だけの問題

ではなく荷主企業も一緒に取り組むべき

問題であると再認識いただいた。

上記改定を受けて

改定内容の詳細、

Q&Aなどはこち

らからご覧いた

だけます！

(国土交通省HP)
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物流の2024年問題に直面して

2024年問題に直面する運送事業者は解決に向けた取組が求められています。しかし、

2024年問題の解決には運送事業者だけでなく、荷主等、運送に関わる事業者の協力も

不可欠であり、対策が強化されています。

【2024年問題】

2024年4月から自動車運転業務等にかかる時間外労働の上限規制と拘束時間

規制が適用され、「輸送能力の減少」「会社の利益減少」「ドライバーの収入減少」な

どの問題が生じています。

解決のためには、運送事業者による運行形態の見直しや働きやすい職場環境づ

くりや荷主の理解なども必要です。

【2024年問題に対するトラック事業者の声】

・拘束時間等の規制がされ、輸送能力は大幅に減少した。

・拘束時間が長くなる原因の一つに、長時間の荷待ちがある。

倉庫業者

トラック・物流Gメン

Gメン調査員

トラック事業者

荷主

【Gメン活動の強化】

2023年7月に「トラックGメン」が創設され、荷主企業・元請け事業者の監視が

強化されましたが、2024年８月には各都道府県のトラック協会から「Gメン調

査員」166名が選任され、さらに2024年11月にはトラックGメンが「トラック・

物流Gメン」へ改組され、倉庫業者からも情報収集を行う体制へと強化されまし

た。総勢360名の規模となっています。

業界団体
荷主の行為を

情報収集・集約

働きかけ、要請 勧告・公表
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2025年４月より、車検を受けられる期間が延びます

年度末における車検の混雑緩和と自動車整備士の働き方改善のため、車検証の有効期

間満了日の「２か月前」から車検が受けられるようになりました。

現在、車検は「有効期間満了日の１か月前から満了日までの間」に受検した場合、残存す

る旧車検証の有効期間を失うことなく新車検証に更新できますが、車検需要が年度末

に集中しているため、この時期はユーザーが整備や車検の予約が取りづらく、自動車整

備士も残業・休日出勤に追われるという問題が生じています。

今回の改正は、このような問題を解消することを目的としています。
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OBD検査始まりました！

OBD検査とは・・・近年、衝突被害軽減ブレーキなど自動運転技術の進化・普及が急速に進展しています。

しかし、故障した場合には誤作動による重大事故等に繋がる恐れがあるため、自動車検査等を通じた機能

確認が必要となることから車載式故障診断装置(OBD)を活用した検査が始まりました。
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海事イベント情報

免許証作り体験やVR造船所見学、

顔出しパネルの設置を行いました。

令和6年5月18日～19日に開催された第２7回たまの・港フェスティバルに出展しました。

会場には2日間とも多くの方が訪れ、合計で2．5万人が訪れる盛況ぶりでした。

運輸局のブースにもたくさんの

方に来ていただけました。
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海事イベント情報

コンテナによるクレーンゲーム

を設置しました。

海事産業に関する資料や

ペーパークラフトの配布も

行いました。

令和6年６月１日～２日に開催された第１０回玉島ハーバーフェスティバルに出展しました。

会場には多くの方が訪れ、運輸局のブースにもたくさんの方に来ていただきました。

２日間とも大盛況でした！
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交通政策
関係業務



交通企画業務

地域公共交通の確保・活性化に向けた取り組み

未来へ残そう わたしたちの公共交通

交通に関する主な国の補助金・各種支援制度

共創モデル実証運行事業
交通を地域のくらしと一体として捉え、地域の多様な関係者の「共創」(連携・協働)により

その維持・活性化に取り組む実証事業を支援します。

地域公共交通確保維持改善事業
地域の暮らしや産業に不可欠な交通サービスの確保・充実に向けた取り組みを支援します。

地域の実情に応じた生活交通の確保維持

過疎地域等のコミュニティバスやデマンドタクシーや

離島航路等の運行（運航）費補助、車両購入費補助、

貨客混載導入経費補助等

快適で安全な公共交通の実現

ノンステップバスやUDタクシーの導入、点字ブロックの整備等、

車両、駅、バスターミナル等のバリアフリー化の支援、安全性向上のための施設更新等

交通DX・GXの推進

自動運転・AI オンデマンド交通等AI/デジタル技術を

用いたアプリの導入

EV 車両・グリーンスローモビリティ等脱炭素化に寄与

する新たなモビリティの導入

訪日外国人旅行者の受入環境整備、鉄道関係等、その他支援メニューや補助金の

詳細はQRコードから見ることができます。中国運輸局HP→

真庭市 まにわくん♡

備前市 自動運転実証運行

早島町 AIデマンド交通

中国運輸局では、地域における公共交通のマスタープランである「地域公共交通計画」の策定促

進や、地域の様々な関係者との連携・協働（共創）により、利便性・持続可能性・生産性の高い地

域公共交通の実現に向けて取り組んでいます。
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（令和5年度末）

単位：千トン

（注）九州運輸局の管轄に属する下関市、宇部市、長門市及び山陽小野田市を除く 倉庫資料編45-46ページ

岡山県では岡山自動車道、山陽自動車道及び瀬戸中央自動車道など交通の結節点としての
地理的な優位性から県内のＩＣ近接地への物流団地の整備が行われました。
県内の１～３類倉庫の所管面積は中国管内で最大であり、岡山県は大きな物流拠点となっていま
す。

倉庫業務

保管する物品によって倉庫の形態は異なり、中でも工業品等の保管を中心とする
１～３類倉庫は登録面積数が最も大きく平成26年度以降は年々増加しています。

倉庫業とは、「寄託を受けた物品を倉庫において保管する事業」であり、国民生活・

経済活動に欠かせない様々な物品を、大量かつ安全に保管する役割を担っています。

日々の生活を支える物流において、倉庫は生産者と消費者を結ぶ結束点となっています。

倉庫の種類

岡山県の倉庫 営業倉庫内部の様子(株式会社岡田商運)

※1～3類倉庫は建屋型の倉庫で、施設・設備基準の差違から3種類に分かれる。

・１類倉庫は、冷蔵倉庫、危険品倉庫で保管する必要がある物品以外の物品の保管が可能。

・２類倉庫は、 １類倉庫に比べ防火、耐火性能が不要。

・３類倉庫は、２類倉庫に防水、防湿性能等が不要。

1類倉庫

2類倉庫

3類倉庫

野積倉庫 108.3千㎡

貯蔵糟倉庫 597.4千㎥

危険品倉庫 6.0千㎥/17.5千㎡

ー

494.9千㎥

岡山県の登録倉庫面積（容積）

普
通
倉
庫

水面倉庫

冷蔵倉庫

1495.5千㎡
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自動車
関係業務



旅客自動車運送事業

自動車を使用して旅客運送をする行為は「道路運送法」により規定されています。

有償で旅客を運送する事業を行うことは、国土交通大臣の許可が必要になり、主に次の事業に

分かれています。

旅客自動車運送事業の概要

・乗合旅客を運送する一般旅客自動車運送事業

・路線バス、コミュニティバス等

・デマンド型乗合タクシー等

・一個の契約により乗車定員１１人以上の自動車を貸し切って

旅客を運送する一般旅客自動車運送事業（観光バス等）

旅 客 自 動 車

運 送 事 業

一般乗合旅客自動車運送事業（乗合バス等）

路 線 定 期 運 行

路 線 不 定 期 運 行

・観光需要対応乗合タクシー等

区 域 運 行

特 定 旅 客 自 動 車 運 送 事 業

一般貸切旅客自動車運送事業（貸切バス）

一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー）

・一個の契約により乗車定員１１人未満の自動車を貸し切って

旅客を運送する一般旅客自動車運送事業

法 人 タ ク シ ー

個 人 タ ク シ ー

福 祉 タ ク シ ー

・特定の者の需要に応じ、一定の範囲の旅客を運送する旅客

自動車運送事業

・業務の範囲を限定した福祉輸送サービス
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令和６年3月31日時点

岡山県内の様々な地域交通
～事業用自動車による地域の乗合運行～
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一般貸切旅客運送事業

0
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100

（社） 事業者数・車両数の推移

事業者数 車両数

国土交通省では貸切バスを発注する際に安全性を重視して選定・利用するポイントを示し

たガイドラインを策定しております。

以下のリンクに掲載されておりますので、貸切バスを発注する際にご参照ください。

URL：https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000011.html

令和6年１１月時点ではコロナ禍が明けたとはいえ、コロナ禍前の令和元年と比較すると

約１６０台減少しており未だ減少傾向にあります。

過去10年間の最大時（H25：913台）と比較すると２４１台も減少しています。

また、事業者数は令和１年度と比較し２０社も減少しており、過去１０年間の最大時（H25：

９７社）と比較し２４社も減少しています。

岡山県内の貸切事業者について

672台

73社

97社
93社

834台

913台
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一般乗用旅客自動車運送事業
（タクシー）

516,873

246,389

385,264 371,022

451,488
404

185
224

279
296

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

個人タクシー 営業収入・輸送人員の推移

営業収入 輸送人員

（千円） （千人）

12,733,040

8,638,472 8,648,920

10,421,783
11,607,58810,708

6,634 7,227 7,684
8,015

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

法人タクシー 営業収入・輸送人員の推移

営業収入 輸送人員

（千円） （千人）

（１）法人タクシー
事業者数 車両数(両) 営業収入(千円) 実車キロ 輸送人員 実働率(％)※

134 2533 令和5年度 11,607,588 26,719,122 8,025,279 53.36

-4 -211 前年度比 1,185,808 1,473,856 343,818

※：岡山県内延実働車両数（一の車両が1年間タクシー車両として稼働した日数の総数）
  岡山県内延実在車両数（一の車両が1年間タクシー車両として在籍した日数の総数）

（２）個人タクシー
事業者数 輸送回数 営業収入(千円) 実車キロ 輸送人員 実働率(％)

148 212,267 令和5年度 451,488 1,037,804 296,870 55.6

-5 9,258 前年度比 80,466 131,140 18,678

×１００

令和６年３月末時点

前年同月比

令和６年３月末時点

前年同月比
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貨物自動車運送事業

貨物自動車運送事業は、国内貨物輸送の基幹的な役割を担い、消費者にとってなくて

はならない存在で、一般貨物自動車運送事業、特定貨物自動車運送事業及び貨物軽

自動車運送事業があります。

貨物自動車運送事業の概要

・不特定の荷主の需要に応じ、有償でトラック

を使用して貨物を運送する事業

・多数の顧客から貨物を集め、起点及び終点の

営業所等において必要な仕分けを行った上で、

これらの貨物を積み合わせて定期的に運送

（宅配便等）

・貨物自動車運送事業者が、他事業者の行う実

運送を利用して行う貨物の運送

・特定の荷主の需要に応じ、有償でトラックを

使用して貨物を運送する事業

・不特定の荷主の需要に応じ、有償で軽自動車を
使用して貨物を運送する事業

貨 物 自 動 車

運 送 事 業

一 般 貨 物 自 動 車 運 送 事 業

特別積合せ貨物運送

貨物自動車利用運送

特 定 貨 物 自 動 車 運 送 事 業

貨 物 軽 自 動 車 運 送 事 業

大型トラックなら１回で

１０トン以上の荷物を

運べるんだ！！

岡山 １００

あ XX-XX

岡山 ４００

れ XX-XX
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事業者数 車両数 事業者数 車両数 事業者数 車両数 事業者数 車両数

H24 1,139 24,529 63 218 71 286 1,273 25,033

H25 1,129 24,817 56 206 71 292 1,256 25,315

H26 1,127 24,845 47 171 67 263 1,241 25,279

H27 1,144 25,495 45 183 73 282 1,262 25,960

H28 1,144 26,056 44 183 71 286 1,259 26,525

H29 1,151 26,536 42 181 71 297 1,264 27,014

H30 1,148 27,083 40 174 69 290 1,257 27,547

R1 1,158 27,339 36 138 63 298 1,257 27,775

R2 1,162 27,892 35 135 62 294 1,259 28,321

R3 1,167 28,593 32 128 62 281 1,261 29,002

R4 1,174 27,662 29 112 62 287 1,265 28,061

R5 1,162 28,207 29 110 61 285 1,252 28,602

※「一般事業者」には「特別積合せ事業者」を含む。
 参考：中国運輸局 運輸要覧 https://wwwtb.mlit.go.jp/chugoku/txt/toukei.html

合　　計

岡山県内の貨物自動車運送事業者（車両数）の推移

年
度

一　　般 特　　定 霊　　柩
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監査業務

どの違反項目も事業者に対して大きな責任が問われます。
事業者には責任を持った運行管理、事業計画の管理が必要です。

岡山運輸支局監査室ではトラック・バス・タクシー等の自動車運送に係る事故防止の徹底、運輸

事業の適正化を図ることを目的として、運送事業者に対する監査を行っています。監査の種類と

して、特別監査・一般監査（臨店、呼出）・街頭監査の３種類となります。

令和５年度行政処分違反項目 （岡山県に限る）

岡山運輸支局監査室では令和５年度に貨物１２件、旅客４件の行政処分を実施しました。処分にあたって違反が認

められた項目（貨物８７件、旅客１９件）をグラフにまとめています。

上記グラフで目立った違反項目

貨物に限る

・乗務時間等告示違反
・事業計画違反

旅客に限る
・区域外運送
・運行指示書違反
・運送引受書違反

貨物・旅客共通
・点呼関係違反
・運転者（乗務員）台帳未作成
・乗務日報未作成等
・運転者等に対する指導未実施

事業計画
10%

整備管理
2%

その他

点呼
23%

労働時間
13%

運転者台帳
13%

日報

指導・監督
8%健康診断

7%

運行指示書
7%

適性診断
4%

その他
2%

運行管理…

貨物

区域外運送
6%

その他
6%

点呼
21%

乗務員台帳
16%

指導・監督

日報

労働時間
5%健康診断

5%
運送引受書

5%

運行指示書
5%

適性診断
5%運行管理

旅客
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自動車登録業務

自動車の登録には、所有権の公証のための「民事登録」と、安全・環境対策の他、治安及び

交通取締、徴税など各種行政上の権利義務の明確化や社会秩序維持のための「行政登録」の

２つの目的があり、自動車を運行する際の義務となっています。

新規登録

新車・中古車でナンバーのついていない車を登録する場合。登録を受けていない車は、そのまま

では公道を走ることができないため、運輸支局等での手続きが必要です。

変更登録

引越、結婚などで氏名・住所などが変わった場合には、変更登録の手続きが必要です。

移転登録

売買などによる譲渡、譲受で自動車の名義を変更する場合には、移転登録の手続きが必要で

す。税金や保険などトラブルの元になるため、速やかお手続きを。

抹消登録

登録を受けている自動車の使用を一時中止する場合、解体をした場合、または自動車を輸出

する場合には抹消登録のお手続きが必要です。

もし、登録事項通知書(抹消書)を紛失してしまった場合、再発行はできないのでご注意を。

代表的な手続き

岡山 ０ ００

あ １２－３４

①

１ナンバー 普通貨物

２ナンバー 普通乗合

３ナンバー 普通乗用

４,6ナンバー 小型貨物,軽貨物

５,7ナンバー 小型乗用,軽乗用

８ナンバー 特種用途自動車

９ナンバー 大型特殊自動車(建設機械を

除く)

登録番号標の分類番号と区分

②

あいうえかきくけこを・・・事業用

さすせそたちつてとなに・・・自家用

ぬねのはひふほまみむめ

もやゆらりるろ

れわ ・・・・・・・・ 貸渡(レンタカー)

登録番号標には分類番号と区分が示されていま

す。そのため、実際に車を見なくてもある程度ど

のような車なのか見分けることができます。

①

②
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自動車登録業務

空き領域利活用サービスとは

国土交通大臣が定める基準を満たした利活用事業者が、車検証保有者の同意を得た上で、車検証のIC タグに設けられた空き領

域に利活用AP（アプリケーション）を搭載します。

これにより、空き領域に情報が書き込み可能となり、利活用事業者が認めた関係者間で当該車両の情報を共有するなどのサービ

ス（利活用サービス）が提供できるようになります。

どんなことができるようになるか？

① 事業者が自社内でサービスを利用するケース

自動車整備事業者が開発したシステムを用いて、整備を行った自動車の車検証 に利活用 AP を搭載し、

整備情報を書き込む。次回整備時等に整備情報を読み取 ることで、効率的に作業を行うことができる。

② 社有車の車検証を利用するケース

自社で開発したシステムを用いて、社有車の車検証に利活用 AP を搭載し、

会社独自の管理情報を書き込むことで、車両の特定、定期点検、安全管理などの

管理 業務をスムーズに行うことができる。

電子車検証の記載事項

A 券面記載事項

自動車登録番号／車両番号

車台番号

交付年月日

使用者の氏名又は名称

車名・型式

型式

自動車の種別

長さ／幅／高さ

車体の形状

原動機の型式

燃料の種類

総排気量又は定格出力

自家用・事業用の別

用途

乗車定員／最大積載量

車両重量／車両総重量

軸重（前前・前後・後前・後後）

初度登録年月／初度検査年月

車両識別符号（車両ID）

※車両ごとに不変の番号

として電子化に伴い付与

B ICタグ格納情報

(１)

自動車検査証の有効期間

所有者の氏名・住所

帳票タイプ

使用者の住所

使用の本拠の位置

ICタグ空き領域利活用サービス(令和７年度開始)

(２)

空き領域(２KB)

詳しくはこちらから

ICタグの中の情報はスマートフォンから確認できます

車検証空き領域利活用
ポータル

電子車検証特設サイトはこちら
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回数 受講人数
2 146
12 236
11 344
10 1063
3 44運行管理者特別講習

申請窓口の様子

種類
自動車検査員教習

整備主任者資格取得講習
整備管理者選任前研修
整備管理者選任後研修

検査・整備保安関係業務

街頭検査の実施

自動車の安全確保及び公害防止を図るため、

点検整備の推進、不正改造車の排除に重点を置

いた街頭検査を実施しています。

令和5年度：実施回数 35回
検査車両数 1507台
不適合車両数 14台

研修・教習・講習の開催

申請窓口業務等

講習の様子

街頭検査の様子

継続検査及び予備検査の申請書類審査並びに車検証の返付、予備検査証の交付及び検査

標章の再交付を行っております。

最近ではOSS(ワンストップサービス)による申請が増えつつあります。
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自動車の審査業務

独立行政法人自動車技術総合機構･･･国が行っていた自動車の検査（いわゆる車検）手
続きのうち、検査機器等を用いて自動車の検査を実施する部門を独立行政法人化したもので

す。(平成28年4月からは登録業務も一部追加）

検査場の検査コースにおいて行う自動車の検査業務（車検）、街頭において行う不正改

造等に対する検査業務（街頭車両検査）、自動車検査員教習などの講師、

並行輸入自動車及び改造自動車届出の審査業務等を行っています。
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海事
関係業務



【凡例】　船種　P：純旅客船　高：高速船　車：自動車航送船

旅客航路事業

令和7年1月１日現在

一般旅客定期航路事業

岡山県東部

岡山県の旅客船航路は、県内と四国を結ぶ小豆島航路（物流・観光航路）、瀬戸内海の島嶼部を

結ぶ航路（生活・観光航路）があります。

また、瀬戸内国際芸術祭の開催期間は、増便対応や期間限定航路も運航されます。
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①　一般港湾運送事業（1種元請、ステベ）

★一般港湾運送事業者のみが貨物の受け渡し行為ができる

②港湾荷役事業（船内荷役と沿岸荷役）

港湾で貨物を積んだり卸したり、運んだりする事業のこと。作業行為は以下の２つに分けられる。

③はしけ運送事業（3種）

港湾における船舶またははしけによる運送行為等

④いかだ運送事業（5種）

港湾において木材をいかだに組んで運送する行為等

⑤検数事業

船積貨物の積込みや陸揚げに際して行う貨物の個数の計算または受け渡しの証明

⑥鑑定事業

船積貨物の積付に関する証明、調査および鑑定

⑦検量事業

船積貨物の積込みや陸揚げに際して行う貨物の容積または重量の計算または証明

港湾運送事業

荷主または船社の委託を受けて、委託者に変わって貨物の受け渡しを行い、受け渡し行為に先行
または後続する船内荷役、はしけ運送、沿岸荷役、いかだ運送を一貫して行う事業

「港湾運送事業」とは、港湾において他人の需要に応じて行う船舶からの積み卸し及び

上屋等への搬出入、仕分け保管を行う事業のことです。

港湾運送事業の種類①～⑦

船舶への貨物の積込み

または取卸し行為

船内荷役（２種）

「船舶またははしけ」により運送された貨物の上屋

その他の荷捌き場への搬入、搬出、保管等

沿岸荷役（４種）
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内航海運業

海に囲まれた日本では、海運、港を利用してたくさんの物資が国内外に輸送されています。

内航海運による国内の海上輸送は、我が国の国内貨物輸送の約４割、とりわけ鉄鋼、石油、
セメント等の産業基礎物資輸送においては８割前後を運ぶなど、物流の基幹的役割を果たして
います。

環境・エネルギー問題・交通渋滞等が深刻化する中、モーダルシフトを一層推進する観点からも、
大量輸送の可能な内航海運の発展が求められており、業界の体質強化を進めるほか、若年船員の
確保に努めています。

岡山県の内航海運事業者の特徴は、油槽船や特殊タンク船が多数を占めることです。

特に日生地区は古くから海運業が盛んな「ふなどころ」です。日生地区には、岡山県内の
海運業者の約１／３があり、多数の内航商船を運航しています。 ケミカルタンカー、LPGタン
カー等の特殊タンク船、油送船が所属船舶全体の約８割を有しており、なかでもケミカルタン
カーは全国シェアの2割を誇ります。

そのほかの特徴として、岡山県の内航事業者の多くは貸渡専業者であり、１隻当たりの総トン数
が ４００トン以下と比較的小型の船舶が主流です。

岡山県の内航海運
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造船業・舶用工業

岡山県内の造船所

○船舶について

船には鋼製船舶や木船のように材料による分類のほかにも、大型船・小型船のよう

に大きさによる分類、旅客船・貨物船のように用途による分類などがあります。それ

らを総称し、 「船舶」 と表しています。

船舶を実際に建造するのは 造船所 です。造船所にも種類があり、特に巨大な船舶

の建造は国からの許可を得た許可造船所のみ行うことができます。また、船舶には舵、

プロペラ、救命・消防設備など、様々な 舶用機器等 が取り付けられています。

船舶を建造するためには、多くの人の力が必要です。日々変化し続ける社会情勢の

中で、安全かつ高性能な船舶を造るため、造船所及び舶用機器等製造整備事業者は、

互いに協力し合いながら、船舶の建造を行っています。

（令和6年４月１日現在）

（不稼働・休止・所在不明造船所を除く）

岡山市

倉敷市

玉野市

備前市

瀬戸内市

● 許可造船所

▲ 登録造船所

■ 届出造船所

●
●●

▲

■
■

■

●

事業所数

許可造船所 4

登録造船所 1

届出造船所 3
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造船業・舶用工業

★造船所の種類

●許可造船所・・・総トン数500トン以上又は長さ50ｍ以上の鋼製の船舶の製造又は

修繕ができる者。

●登録造船所・・・総トン数20トン以上又は長さ15ｍ以上の鋼製の船舶及び、木船

の船舶の製造又は修繕を行う者。 (許可造船所を除く)

●届出造船所・・・鋼製の船舶又は鋼製の船舶以外の船舶で総トン数20トン以上又は

長さ15ｍ以上のものの製造又は修繕ができる者。

（許可、登録造船所を除く）

What's 舶用工業？ - 中国運輸局 (mlit.go.jp)

舶用工業

岡山県内の事業者の中には、エンジン部品・プロペラの製造加工を行う事業者があり、国内だ

けでなく世界でもトップクラスの技術力を持っています。各事業者は卓越した技術力によって、

岡山県の造船業を支えています。

中国運輸局ホームページをチェック ↓

玉野 水島

R5 2 7

R4 3 5

R3 4 6

新造船しゅん工実績(隻)
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船舶検査・測度業務

船舶検査

船体や機関、船舶の設備・物件等の安全性、また船舶の航行を管理している会社等の管理体

制などの検査を行うのが船舶検査官です。

●安全性の検査

船体や舵、プロペラ等、事故を未然に

防ぐための検査をします。

また、救命艇や消火ポンプといった、

事故が起きた際の備えとなる設備の

検査を行うこともあります。

●環境汚染の防止

海洋への油や有害性物質、廃棄物などの

排出を防止する油水分離器や汚水処理装置、

排気ガスによる大気汚染を防止する設備の

検査を行い、地球環境の保護に尽力して

います。

●バリアフリー設備の検査

高齢者や身体障害者の方にとって利便性

の高い船舶にするため、公共交通機関とし

てのフェリー等に立ち入り、バリアフリー

設備の検査を行います。

●人的要因による事故を防ぐための検査

船舶や、船舶の航行を管理している

会社に立ち入り、主に船員等の管理体

制や航行の記録等について検査を行い

ます。

岡山県の特徴としては官公庁船（護衛艦・巡視船・監視船など）を建造可能な造船所がある

ことです。そのため、一般船舶以外にも官公庁船（除自衛隊船舶）の検査も行っています。

また、海に面した地域以外にも舶用品メーカーがあるため、内陸の県北地域でも検査を

実施しています。
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船舶検査・測度業務

船舶測度

船体計測の様子

船舶の大きさの指標として、総トン数、国際総トン数・純トン数等が定められています。

総トン数20トン以上の日本船舶は､ 船舶法に基づき､ 日本に船籍港を定め登録するこ

とが義務づけられています｡ 登録の内容は､ 船の個性及び同一性を表すために必要なも

のとして､ 船舶番号､ 船名､ 総トン数､ 主要寸法 (長さ・幅・深さ) などがあります｡

総トン数は､ 船舶登録の基本事項であるばかりではなく､ 船舶の安全・環境に関する

構造・設備､ 乗組員の資格､ 課税・入港料の算定など海事に関する諸制度における基準と

して広く用いられています。

トン数や、主要寸法、各構造物の容積等を法律に従って計測・算定すること測度と言い、

実際に測度を行うのが船舶測度官です。

船の大きさ（指標としてのトン数） - 中国運輸局 (mlit.go.jp)

※トン数についての詳細は中国運輸局ホームページをチェック
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船員関係業務

甲板部職員
（航海士）

機関部職員
（機関長、機関士）

事務部職員
（事務長）

無線部職員
（通信長、通信士）

医師 など

船 長

事務部員
（司厨長、ﾏﾘﾝｶﾞｰﾙ）

甲板部員
（操舵手、甲板員）

機関部員
（操機手、機関員）

職 員 （各種の業務の責任者） 部 員

船舶職員
（海技免状が必要）

船 長 （船舶の最高責任者）

船舶に乗り組む船員には、労働条件や船舶の航行の安全を確保するため、船員法のほか

船舶職員及び小型船舶操縦者法が適用されます。これらの法律では海上労働の特殊性

が考慮されたルール、必要な船員の定員、資格等が定められています。

船内での職務

海技免状の取得の流れ

運航に必要とされる船員の定員や資格は、船舶の大きさや航行する区域、船種などにより

異なります。

船舶には、船長をはじめ、航海士や機関長などの船舶職員、甲板員や操機手などの部員、

医師などが乗り組んで運航しています。 船舶職員は、国家試験に合格し海技免状を受けること

が必要です。
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船員職業安定業務

海のハローワーク
船員になろうとする方を対象としたハローワーク窓口を設置し、求人・求職活動を

サポ ートしています。全国の情報がいつでも利用できるなど便利になっています。

窓口では、船員の求職相談や事業者

の求人相談だけではなく、船員未経験

者の相談にも応じています。

また、船員になじみの薄い、県北の高

校へ説明に出向いたり、船員未経験者

の求人について、陸上のハローワーク

と連携するなど、船員不足に対してさ

まざまな取組をおこなっています。
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運航労務監理業務

運航労務監理官の業務は、大別して①船舶の運航管理に関すること、②船員の労働条件・

労働環境に関することに分けられます。

①船舶の運航管理に関すること

旅客船や貨物船の安全運航の確保を図るため主に以下の業務を行っています。

・旅客船事業の安全上の審査

・船舶運航者の安全管理規程の審査

・運輸安全マネジメント評価（海事モード）※

②船員の労働条件・労働環境に関すること

船員の労働条件の確保、安全・衛生等の環境整備、船員災害防止を図るため主に以下の業務

を行っています。

・船舶・船舶所有者に対する監査・指導・監督

・海難事故、労働災害発生における、事故・災害の原因分析と再発防止

・船員・船舶所有者からの労働に関する相談の対応

※運輸安全マネジメント評価とは

事業者が構築した安全管理体制の更なる向上に資するため、評価担当者による経営管理部門

へのインタビューを通じ、優れている点への評価や助言を行います。

～安全管理体制の構築方法について～

運輸事業におけるサービスの基本は輸送の安全の確保です。経営トップから現場まで一丸と

なった安全管理体制を構築し、ＰＤＣＡサイクルを組み込むことにより継続的に見直しを図ること

が重要となります。

安

全 第

一
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運航労務監理業務

船員手帳の確認

船舶での船員労務監査

発航前検査の記録

船員災害防止対策について

船舶に乗り組む船員には海上労働の特殊性があり、災害の防止には、単に船内の安全を個々

に対応するだけではなく、船舶所有者など運航に係わる者の災害に対する意識の高揚と安全に

関する教育・訓練などの積極的な対応を必要としています。

毎年９月には船員労働安全衛生月間として、船員災害防止協会の指導員と合同で訪船指導を

行い、船員労働の安全面及び衛生面のチェック・指導を実施します。

これらの活動を通じ、船員労働環境における安全衛生意識をさらに高め、船員災害の減少に繋

げられる取組を推進していきます。

船員向け安全教育

研修を受ける運航労務監理官
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外国船舶監督業務

海難事故や海洋汚染が憂慮される国際条約の基準に適合しない船舶排除のため、

専門の職員が国内に寄港した外国籍船に対し、船舶の構造・設備及び海洋汚染防止機器並

びに船員の資格等の条約への適合性について行う検査をPSC：Port State Controlと

呼んでいます。

岡山県の外航船

岡山県の水島地区は自動車メーカーや製鉄工場、化学薬品工場、製油所などの工業の集積地と

なっており、国内だけでなく海外とも多くの原料や各種製品を輸出入しています。それにともない

外航船についても自動車運搬船、ばら積み貨物船、化学薬品運搬船、原油タンカー、LPG船、コン

テナ船など数多くの船種の船舶を見ることができます。
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グレード

G3 50回前後 120万円
企業杯・オールレディース・
マスターズリーグなど

オールレディースやイースタンヤング・ウエスタンヤング、企業協賛レース

一般戦
毎日 80万円 上記以外のレース

地元戦は賞金がやや高い

G1 35回前後 630万円以上 プレミアムG1・周年記念など

原則としてA1レーサーのみが出場できるレース

G2 8回前後 490万円
秩父宮妃記念杯・

モーターボート大賞など

G1に準ずる強豪が集まるレース

モーターボート競走事業

年間回数 優勝賞金 主なレース

SG 8回 1,800万円～1億1千万円 グランプリなど

強豪が揃うボートレース界最高峰のレース

モーターボート競走事業は、モーターボート競走法に基づき実施している事業のことであ

り、各地方自治体により開催運営が行われています。 この事業を通じて、船舶や関連用品

の製造に関する産業の振興に寄与することを趣旨として行われています。

ボートレース児島

倉敷市にあるボートレース児島は1952年に開設され、2022年で創立70周年を迎えました。

モーターボート競走法に基づいて運営されており、レースの審判、検査、選手管理など

競走を実施するための管理を行っています。

令和５年7月には大規模な大会であるSG が行われ、大きな盛り上がりを見せました。

※SG(スペシャルグレードレース)

ボートレース場は全国24カ所に設置されており、そこで行われるレースにはいくつかの格付け（グ

レード)があります。その最高峰がSGであり、このレースを走れるのは厳しい条件をクリアした一握

りのレーサーのみであり、まさにハイレベルなレースとなっています。

※

BOAT RACE GUIDE
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海事思想普及への取り組み等

島国日本の産業・生活は船なくしては成り立ちませんが、その活躍を実際に目で見る機会

は日常ではなかなかありません。

玉野庁舎と水島海事事務所では「海や船にもっと親しんでもらいたい・興味をもっていた

だきたい」という思いから、様々なイベントの中で海事思想の普及に努めています。

海に親しみ船員の職務や船の魅力をより知ってもらう機会を増やしていくことによって、

海の仕事を目指すこどもが増えるよう活動しています。

小中学生を指導する立場の教職員に、水島港国際物流センター株式会社におけるコンテナ

ターミナルの見学や海上からの水島港内視察の機会を設けるとともに、海上物流に関する座学

を行いました。

海運と暮らしの関わり等を教職員に理解して頂くことにより、学校での授業を通じて、船員や

海事産業の認知度向上を図っています。

教職員に向けた意識啓発活動

小学校、中学校への出前講座

日生地区海運組合とともに、日生地区の小学校（２校）、中学校に出前講座を行っています。

小学校では、船の仕組みや内航海運について説明したあと、ロープワークの実習を行い、船で

使うロープの結び方を実際に体験してもらいました。また、小学校からの要望に応えて、海図を

素材として海運についての知識を深めてもらいました。

中学校では、海に囲まれた日本での海運の役割や船員の仕事について講義をしています。

-42-



 

海事思想普及への取り組み等
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参考資料



倉庫業統計資料

過去３年間における中国管内と岡山県内の普通倉庫入庫高の推移を物品ごとに下記グラフ

にまとめました。中国管内では入庫高に占める雑品の割合が高くなっています。一方岡山県

内では、化学工業品の割合が高くなっています。

トン

千トン
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倉庫業統計資料
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岡山県内燃料別保有車両数

【令和６年度　岡山県の自動車数】 出典：運輸要覧

岡山県の自動車数の割合

岡山県の自動車数の推移

登録統計資料
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登録統計資料

令和6年３月末現在（軽自動車を除く）

区　　分 普通貨物 小型貨物 被けん引 貨物計 普通乗合 小型乗合 乗合計 普通乗用 小型乗用 乗用計 普通特種 小型特種 大型特殊特種（殊）計登録車計 小型二輪 合　　計

自家用 9,348 22,903 78 32,329 113 281 394 135,335 112,158 247,493 5,464 962 1,399 7,825 288,041 10,331 298,372

事業用 7,165 491 424 8,080 506 80 586 171 1,267 1,438 2,298 117 21 2,436 12,540 9 12,549

計 16,513 23,394 502 40,409 619 361 980 135,506 113,425 248,931 7,762 1,079 1,420 10,261 300,581 10,340 310,921

自家用 5,799 13,216 149 19,164 31 199 230 86,915 72,159 159,074 3,282 629 933 4,844 183,312 7,656 190,968

事業用 4,550 198 1104 5,852 134 45 179 82 478 560 1,745 18 23 1,786 8,377 3 8,380

計 10,349 13,414 1253 25,016 165 244 409 86,997 72,637 159,634 5,027 647 956 6,630 191,689 7,659 199,348

自家用 1,841 3,137 70 5,048 5 70 75 17,854 16,274 34,128 1,062 187 445 1,694 40,945 2,131 43,076

事業用 1,138 86 82 1,306 47 28 75 25 89 114 224 17 1 242 1,737 0 1,737

計 2,979 3,223 152 6,354 52 98 150 17,879 16,363 34,242 1,286 204 446 1,936 42,682 2,131 44,813

自家用 619 1,118 18 1,755 4 37 41 9,171 8,883 18,054 361 73 248 682 20,532 926 21,458

事業用 434 24 56 514 34 3 37 6 56 62 94 2 5 101 714 0 714

計 1,053 1,142 74 2,269 38 40 78 9,177 8,939 18,116 455 75 253 783 21,246 926 22,172

自家用 768 983 11 1,762 1 32 33 7,129 6,529 13,658 436 56 198 690 16,143 670 16,813

事業用 573 29 109 711 25 14 39 9 40 49 128 1 2 131 930 0 930

計 1,341 1,012 120 2,473 26 46 72 7,138 6,569 13,707 564 57 200 821 17,073 670 17,743

自家用 496 901 3 1,400 6 23 29 5,899 5,611 11,510 309 50 65 424 13,363 771 14,134

事業用 397 8 7 412 13 19 32 9 39 48 219 3 0 222 714 0 714

計 893 909 10 1,812 19 42 61 5,908 5,650 11,558 528 53 65 646 14,077 771 14,848

自家用 663 1,248 8 1,919 5 34 39 11,605 10,320 21,925 523 58 118 699 24,582 1,082 25,664

事業用 784 27 60 871 17 14 31 14 31 45 202 3 0 205 1,152 0 1,152

計 1,447 1,275 68 2,790 22 48 70 11,619 10,351 21,970 725 61 118 904 25,734 1,082 26,816

自家用 569 885 2 1,456 2 30 32 4,175 4,117 8,292 304 80 171 555 10,335 485 10,820

事業用 325 31 36 392 47 20 67 13 22 35 132 1 0 133 627 0 627

計 894 916 38 1,848 49 50 99 4,188 4,139 8,327 436 81 171 688 10,962 485 11,447

自家用 656 795 3 1,454 3 54 57 4,321 4,295 8,616 320 68 208 596 10,723 437 11,160

事業用 240 9 20 269 30 16 46 7 25 32 112 1 0 113 460 0 460

計 896 804 23 1,723 33 70 103 4,328 4,320 8,648 432 69 208 709 11,183 437 11,620

自家用 413 801 3 1,217 8 32 40 5,726 5,541 11,267 317 46 346 709 13,233 527 13,760

事業用 701 21 76 798 0 0 0 5 15 20 120 2 5 127 945 0 945

計 1,114 822 79 2,015 8 32 40 5,731 5,556 11,287 437 48 351 836 14,178 527 14,705

自家用 461 684 0 1,145 8 25 33 6,188 5,690 11,878 244 54 82 380 13,436 600 14,036

事業用 662 40 46 748 32 14 46 22 20 42 105 7 0 112 948 0 948

計 1,123 724 46 1,893 40 39 79 6,210 5,710 11,920 349 61 82 492 14,384 600 14,984

自家用 534 952 3 1,489 2 24 26 7,760 6,928 14,688 267 42 106 415 16,618 702 17,320

事業用 417 8 56 481 0 1 1 12 19 31 18 1 0 19 532 0 532

計 951 960 59 1,970 2 25 27 7,772 6,947 14,719 285 43 106 434 17,150 702 17,852

自家用 593 850 4 1,447 12 58 70 4,506 4,506 9,012 300 59 123 482 11,011 571 11,582

事業用 180 9 7 196 16 18 34 6 19 25 27 2 0 29 284 1 285

計 773 859 11 1,643 28 76 104 4,512 4,525 9,037 327 61 123 511 11,295 572 11,867

自家用 888 1,284 10 2,182 11 39 50 6,969 7,113 14,082 483 86 331 900 17,214 994 18,208

事業用 390 28 27 445 26 26 52 17 28 45 93 2 0 95 637 0 637

計 1,278 1,312 37 2,627 37 65 102 6,986 7,141 14,127 576 88 331 995 17,851 994 18,845

自家用 312 495 3 810 1 24 25 5,309 4,937 10,246 176 20 40 236 11,317 504 11,821

事業用 182 15 7 204 9 16 25 9 29 38 136 0 0 136 403 0 403

計 494 510 10 1014 10 40 50 5,318 4,966 10,284 312 20 40 372 11,720 504 12,224

和気郡

自家用 242 358 2 602 0 21 21 2,180 2,130 4,310 122 16 43 181 5,114 186 5,300

事業用 147 12 37 196 0 0 0 5 10 15 38 0 2 40 251 0 251

計 389 370 39 798 0 21 21 2,185 2,140 4,325 160 16 45 221 5,365 186 5,551

都窪郡

自家用 241 684 2 927 0 3 3 2,453 2,244 4,697 121 17 43 181 5,808 174 5,982

事業用 322 35 3 360 9 5 14 7 22 29 240 2 0 242 645 0 645

計 563 719 5 1,287 9 8 17 2,460 2,266 4,726 361 19 43 423 6,453 174 6,627

浅口郡

自家用 78 163 0 241 0 5 5 1,776 1,602 3,378 55 9 6 70 3,694 165 3,859

事業用 62 1 0 63 0 0 0 0 13 13 7 0 0 7 83 0 83

計 140 164 0 304 0 5 5 1,776 1,615 3,391 62 9 6 77 3,777 165 3,942

小田郡

自家用 238 364 2 604 0 4 4 2,049 2,053 4,102 87 19 46 152 4,862 206 5,068

事業用 154 5 14 173 24 23 47 1 12 13 28 0 1 29 262 0 262

計 392 369 16 777 24 27 51 2,050 2,065 4,115 115 19 47 181 5,124 206 5,330

真庭郡

自家用 38 18 0 56 0 3 3 149 140 289 11 2 9 22 370 12 382

事業用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1

計 38 18 0 56 0 3 3 149 140 289 12 2 9 23 371 12 383

苫田郡

自家用 257 381 1 639 5 29 34 2,087 2,001 4,088 110 32 100 242 5,003 254 5,257

事業用 100 5 20 125 6 10 16 7 6 13 75 3 0 78 232 0 232

計 357 386 21 764 11 39 50 2,094 2,007 4,101 185 35 100 320 5,235 254 5,489

勝田郡

自家用 222 346 46 614 4 10 14 2,004 1,731 3,735 129 23 39 191 4,554 259 4,813

事業用 230 9 5 244 0 2 2 0 3 3 14 0 0 14 263 0 263

計 452 355 51 858 4 12 16 2,004 1,734 3,738 143 23 39 205 4,817 259 5,076

自家用 140 201 0 341 0 15 15 1,061 956 2,017 92 11 24 127 2,500 153 2,653

事業用 19 2 0 21 0 0 0 0 1 1 1 1 0 2 24 0 24

計 159 203 0 362 0 15 15 1,061 957 2,018 93 12 24 129 2,524 153 2,677

自家用 362 547 46 955 4 25 29 3,065 2,687 5,752 221 34 63 318 7,054 412 7,466

事業用 249 11 5 265 0 2 2 0 4 4 15 1 0 16 287 0 287

計 611 558 51 1,220 4 27 31 3,065 2,691 5,756 236 35 63 334 7,341 412 7,753

英田郡

自家用 48 65 0 113 0 9 9 252 225 477 23 8 3 34 633 20 653

事業用 9 1 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10

計 57 66 0 123 0 9 9 252 225 477 23 8 3 34 643 20 663

久米郡

自家用 95 108 1 204 3 11 14 663 655 1,318 40 8 13 61 1,597 103 1,700

事業用 35 0 6 41 2 0 2 2 4 6 0 1 0 1 50 0 50

計 130 108 7 245 5 11 16 665 659 1,324 40 9 13 62 1,647 103 1,750

自家用 371 407 15 793 11 29 40 2,007 2,178 4,185 157 26 74 257 5,275 345 5,620

事業用 121 9 0 130 17 23 40 4 21 25 53 2 1 56 251 0 251

計 492 416 15 923 28 52 80 2,011 2,199 4,210 210 28 75 313 5,526 345 5,871

自家用 466 515 16 997 14 40 54 2,670 2,833 5,503 197 34 87 318 6,872 448 7,320

事業用 156 9 6 171 19 23 42 6 25 31 53 3 1 57 301 0 301

計 622 524 22 1,168 33 63 96 2,676 2,858 5,534 250 37 88 375 7,173 448 7,621

加賀郡

自家用 299 363 2 664 8 13 21 1,770 1,792 3,562 102 32 51 185 4,432 165 4,597

事業用 20 4 0 24 5 8 13 8 8 16 13 1 0 14 67 0 67

計 319 367 2 688 13 21 34 1,778 1,800 3,578 115 33 51 199 4,499 165 4,664

自家用 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

事業用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

自家用 26,230 53,710 436 80,376 243 1,114 1,357 337,313 292,768 630,081 14,897 2,673 5,264 22,834 734,648 30,429 765,077

事業用 19,357 1,107 2,202 22,666 999 385 1,384 441 2,277 2,718 6,123 187 61 6,371 33,139 13 33,152

計 45,587 54,817 2,638 103,042 1,242 1,499 2,741 337,754 295,045 632,799 21,020 2,860 5,325 29,205 767,787 30,442 798,229

吉備中央町

不明

合　計

奈義町

勝田郡計

西粟倉村

久米南町

美咲町

久米郡計

早島町

里庄町

矢掛町

新庄村

鏡野町

勝央町

瀬戸内市

赤磐市

美作市

真庭市

浅口市

和気町

笠岡市

井原市

総社市

高梁市

新見市

備前市

岡 山 県 市 町 村 別 保 有 車 両 数 中国運輸局岡山運輸支局

岡山市

倉敷市

津山市

玉野市
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内航海運業統計資料

（令和6年3月31日現在）岡山県の内航海運

4%

2%

90%

4%

運送業（総トン数）

貨物船 曳船 台船・はしけ その他

27%

49%

19%

5%

貸渡業（総トン数）

貨物船 油送船 特殊タンク船 その他

34%

28%

32%

6%

運送業（隻数）

貨物船 曳船 台船・はしけ その他

40%

38%

12%

10%

貸渡業（隻数）

貨物船 油送船 特殊タンク船 その他

隻数 隻数

貨物船 2036.16 30 貨物船 17734.43 66

曳船 1197.55 26 油送船 31064.99 60

台船・はしけ 52380.07 27 特殊タンク船 11641.00 20

その他 2460.89 7 その他 1704.70 12

合計 58074.67 90 合計 62145.12 158

運送業（総トン数） 貸渡業（総トン数）
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令和5年10月1日現在

対象事業者数 報告事業者 雇用船員 家族船員 合　　計

109 106 283 93,519 1,268 45 1,313

船舶所有者数
隻　　数 総㌧数

船　　員　　数 　　（人）

岡山県内の船員の現状

岡山県内の船舶所有者に雇用されている船員数は家族船員を含めて１，３13人となっ
ています。また、その災害疾病発生状況は、災害は、年間10件前後で推移しています。

岡山県内の船舶所有者数、船員数等の現状と推移

岡山県内の船員災害・疾病状況

元 2 3 4 5

災害件数 9 5 12 11 4

疾病件数 8 13 5 19 14

9

5

12
11

4

8

13

5

19

14

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20
件

注）岡山県内の船舶所有者に雇用されている船員の災害・疾病発生状況（休業３日以上)

※新型コロナウイルス感染症関連を除く。

1237

1274

1284
1317 1325 1320

1290

1327
1313

1000

1200

1400

27 28 29 30 元 2 3 4 5

人

年

船員数の推移

注）岡山県内の船舶所有者に雇用等されている船員数（各年10月１日現在）
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求人・求職状況

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

貨物船 396 721 579 532 683

旅客船 10 28 16 19 17

漁船 0 0 0 0 0

その他 30 54 53 36 66

計 436 803 648 587 766

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

船種別求人状況と推移（岡山県）

貨物船 旅客船 漁船 その他 計

求
人
数
（単
位
：人
）

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

貨物船 50 51 36 32 29

旅客船 5 3 5 3 6

漁船 0 0 0 0 0

その他 12 6 8 3 2

計 67 60 49 38 37

0

10

20

30

40

50

60

70

船種別求職状況と推移（岡山県）

貨物船 旅客船 漁船 （単位：人）
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外国船舶監督実績

水島地区は全国有数の工業地域として製鉄所や製油所、化学薬品工場などが集積
し、関連貨物の輸出入のため様々な種類の船舶が出入りしており、船舶の国籍も
様々です。

46%

32%

16%
3%

3%

令和５年度監督実施船舶

船種別割合

ばら積み貨物船

一般貨物船

タンカー

自動車運搬船

コンテナ船

35%

12%
12%

10%

9%

22%

令和５年度監督実施船舶

国籍別割合

パナマ

リベリア

韓国

ベリーズ

マーシャル諸島

その他
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岡山運輸支局・
中国検査部
岡山事務所の概況



岡山運輸支局・中国検査部岡山事務所の概況

沿 革 大11. 5  広島逓信局海事部玉野分室

設置

昭8. 8   出張所に変更

16.12 神戸海務局玉野支局に改正

18.11  運輸通信省神戸海運局玉野

海運支局に改正

19. 6  神戸海運局玉野支局に改称

19.11  廣島海運局玉野支局に改称

20. 6  運輸省中国海運局玉野支局

に改称

22.11  支局に１４出張所を設置

26. 6  日生など３出張所を廃止

27. 8  山田など６出張所を廃止

33. 1  牛窓出張所を廃止

39. 4  水島出張所を設置

45. 4  岡山など４出張所を廃止

46. 4  玉野港湾合同庁舎に移転

48. 4  水島出張所、支局に昇格

昭22. 3   広島鉄道局

岡山自動車事務所

22. 6   岡山市上石井に移転

23．1    岡山道路運送監理事

務所を設置

24. 6   広島陸運局

24.11   岡山県陸運事務所を

設置

32. 8   岡山市桑田町に移転

34. 1   岡山市西田町に移転

39. 4   岡山市藤原に移転

昭39. 4  中国海運局玉野支局

水島出張所を設置

48. 4  中国海運局水島支局

に昇格

54. 3  水島港湾合同庁舎

２号館に移転

中国運輸局

玉野海運支局

中国運輸局

水島海運支局

平成１４年７月 地方運輸局組織改正

平成２８年4月
自動車検査独立行政法人と交通安全環境研

究所が統合

独立行政法人自動車技術総合機構

中国検査部岡山事務所 （１3名）
令和7年１月１日現在

昭和５９年７月 中国海運局と広島陸運局を統合して中国運輸局発足

中国運輸局岡山運輸支局（52名）

本庁舎

（３1名）

玉野庁舎

（１２名）
水島海事事務所

（9名）

令和7年１月１日現在

中国運輸局

岡山陸運支局

平成２７年５月 本庁舎、中国検査部岡山事務所が岡山市北区富吉に移転

平成１３年１月 中央省庁再編により国土交通省に組織変更

平成１４年7月
自動車検査のうち「検査場における検査」の独

立行政法人化

自動車検査独立行政法人

中国検査部岡山事務所

中国運輸局岡山運輸支局

本庁舎 玉野庁舎 水島海事事務所
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組織及び主な業務

玉
野
庁
舎

本
庁
舎

岡
山
運
輸
支
局

県単位の交通・観光行政の出先機関として、自動車・海事関係業務や、

観光に関する業務等を総合的に取り扱います。

登 録

総務企画・観光

輸 送

検査整備保安

運航・船員

船 舶

船舶検査官

船舶測度官

運航労務監理官

水
島
海
事
事
務
所

外国船舶監督官

運航労務監理官

次

長

業 務

独立行政法人自動車技術総合機構

中国検査部岡山事務所
自動車の検査のうち保安基準の適合性の審査

総合案内窓口、支局の総合調整、倉庫業等

自動車運送事業（バス・タクシー・トラック）に

関すること

自動車の登録等

自動車整備事業の指導・監督に関すること、自動

車検査業務に関すること

旅客船事業、内航海運業、港湾運送事業、海技免状、

船員の雇入契約届出の受理、船員職業紹介、失業認

定等

造船業、舶用工業、船舶の登録等

船舶、舶用機器の検査、設計承認、任意ISMコードの

認定、外国船舶の監督に関する業務等

船舶のﾄﾝ数の測度、船舶の解撤の公証等

船舶の運航管理に関する監査及び指導、船員の労働

条件等の監査、外国船舶の監督に関する業務等

交通・観光行政の企画・調整に関すること企画調整・観光

監 査

旅客船事業、内航海運業、港湾運送事業、倉庫業、

海技免状、船員の雇入契約届出の受理、造船業、舶

用工業、モーターボート競走の監督等

船舶の運航管理に関する監査及び指導、船員の労

働条件等の監査等

外国船舶の監督に関する業務

自動車運送事業者の指導等
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中国運輸局

所在地・連絡先・管轄

岡山運輸支局（本庁舎）

〒701-1133 岡山市北区富吉５３０１－５

総務企画・観光（総合案内窓口）

TEL 086-286-8121

輸送 監査 TEL 086-286-8122

登録 TEL 050-5540-2072 （音声案内:037）

整備（検査担当） TEL 086-286-8153  

整備（事業 保安担当） TEL 086-286-8155 

管轄区域：岡山県

※ただし倉庫業については 水島海事事務所の管轄区域を除いた範囲

アクセス：ＪＲ山陽本線岡山駅東口バスターミナル６番のりばで中鉄バス

「リサーチパーク 行」に乗車、「工業技術センター」下車、徒歩５分

陸上交通担当庁舎

船舶・船員に関するお問い合わせ・手続きは、以下の庁舎では受け付けておりませんので、

玉野庁舎または水島海事事務所へお問い合わせください。

海事業務担当庁舎

自動車に関するお問い合わせ・手続きは、以下の庁舎では受け付けておりませんので、

本庁舎へお問い合わせください。

岡山運輸支局（玉野庁舎）

〒706-0011 玉野市宇野１－８－２ 玉野港湾合同庁舎

運航・船員（総合案内窓口）、

船舶、船舶検査官、船舶測度官、

運航労務監理官 TEL 0863-31-4266 

管轄区域：岡山県（水島海事事務所の管轄区域を除く。）

※ただし船舶検査業務・船舶登録測度業務・船員職業安定業務については、

岡山県全県

アクセス：ＪＲ宇野線宇野駅下車 徒歩１０分
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独立行政法人自動車技術総合機構 

岡山県内の運輸支局等（中国運輸局HP）
地図などの詳細はこちら

所在地・連絡先・管轄

岡山運輸支局 水島海事事務所

〒712-8056 倉敷市水島福崎町２－１５ 水島港湾合同庁舎

業務（総合案内窓口）、

運航労務監理官、外国船舶監督官

TEL 086-444-7750

管轄区域：倉敷市、笠岡市、井原市、総社市、浅口市、都窪郡、浅口郡及び小田郡

アクセス：ＪＲ山陽本線倉敷駅で水島臨海鉄道に乗換え後、

水島駅下車 徒歩１０分

中国検査部岡山事務所

〒701-1133 岡山市北区富吉５３０１－５

TEL 086-286-8333  

アクセス：ＪＲ山陽本線岡山駅東口バスターミナル６番のりばで中鉄バス

「リサーチパーク 行」に乗車、「工業技術センター」下車、徒歩５分

海事業務担当庁舎

自動車に関するお問い合わせ・手続きは、以下の庁舎では受け付けておりませんので、

本庁舎へお問い合わせください。
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監修 国土交通省中国運輸局岡山運輸支局

岡山県の運輸産業
令和6年度版

令和7年３月

本紙について、ご意見・お問い合わせ事項等ございましたら、

下記までご連絡をお願いいたします。

〒７０１－１１３３

岡山県岡山市北区富吉５３０１－５

中国運輸局岡山運輸支局 総務企画・観光担当（総合案内窓口）

TEL：０８６－２８６－８１２１（自動音声案内：「４４」）


